



















 “Programming Education” for Elementary Education Going with the 
Revision of Government Guideline for Education
Abstract
    In Japan, “informatization of education” is now being pushed forward, which aims for 
“arrangement of teacher”, “ICT environmental full equipment” and “LAN equipment in 
classrooms”. “Informatization of education” aims to get two goals, one is that ICT is practical used 
for the process of problem discovery and solution effectively, the other is that programming 
education becomes compulsory subject, including cultivating a comprehensive ability of 
information utilization. They have an effect on the revision of Government Guideline for 
Education, coming along with that programming education is required in the elementary school. 
    Although its purpose is to cultivate the ability of “programming thinking”, programming courses 
have not been planned for the curriculum of elementary school. In this paper, the researcher 
reports the overview of the revision of Government Guideline for Education from the viewpoint of 



























































































































































































　・中学校技術家庭科	( 技術分野 ) において、内容の充実
　・高等学校情報科において、共通必履修目の新設	
	② ｢何を学ぶか｣ だけではなく ｢どのように学ぶか｣ ｢何ができるようになるか｣ という点の重視	





































 2022年度の全面実施となる学習指導要領の改訂 「 し
て「プログラミング教育」がある。その目的は、Society 5.0といわれている AIやロボット等の技
術革新が進む新しい社会の中で対応できる人材の育成にある。 
また、経済産業省の調査によると、2015年時点で IT人材が 17 に
深刻化し、この状況が続くと将来的に 40～80万人規模で不足すると予測されてい そのた 国
としても IT人材を育成することが喫緊の課題となっている側面もある。 











































































































































































































































































































 No 種　別 概　要 主対象 代表的なプログラミング　ツール・言語
・ルビィのぼうけん　翔泳社
・すぐプロ　　株式会社　教育ネット
・コンピュータサイエンスアンプラグド （the Computer Science Education
Research Groupの翻訳サイト）
・Cubetto　英Primo Toys（プログラミング用木製ボード、ブロック）3歳～
・Code-A-Pillarマテル・インターナショナル（イモムシ型のプログラミング学
習玩具）
  　・・他
・Scratch（スクラッチ）MITメディアラボ （無料、オンライン版、ダウンロー
ド版）
・Pyonkee(ピョンキー)　合同会社ソフトウメヤ（無料、ダウンロード版）
・プログラミン　文科省　（無料、オンライン版）
・Viscuit（ビスケット）　合同会社デジタルポケット（無料　オンライン版）
・プログル　特定非営利活動法人みんなのコード
・Hour of Code（アワー・オブ・コード）　Code.org
・Minecraft: Education　Edition（教育版マインクラフト）　（有償）
・ドリトル 大阪電気通信大学　兼宗進 （無料、オンライン版、ウンロード版）
  　・・他
・レゴ　株式会社アフレル
・アーテックロボ　株式会社アーテック
・MESH（メッシュ）ソニー株式会社
・Cubetto（キュベット） プリモトイズ日本販売総代理店（キャンドルウィッ
ク株式会社）
・Raspberey　Pi（ラズベリー・パイ）　アールエスコンポーネンツ
・Micro:bit（マイクロビット）　株式会社スイッチエディケーション
  　・・他
・Java
・C、C++、C#
・PHP、・Phthon
 　　・・他
①
アンプラグ
ド
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カードなどを用
いたゲームやグ
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小学校低学年
② 
ビジュアル
プログラミ
ング
画面上でテキス
トやグラフィッ
クシンボルを配
置することでプ
ログラムの命令
を構成する
主に小学生
（小学校低学
年向けの場合
は、幼稚園年
長組も可。ま
た、ロボット
制御用に利用
する場合は中
学生も対象と
なる）
プログラミング
をした　結果を
動作させる教材
としてのパーツ
（制御するた
めのプログラ
ム環境によ
る）
④
命令コード
入力による
プログラミ
ング
従来からある、
一般的なプログ
ラミング言語
中学生～
高校生
ロボット、
ブロック、
マイコン
③
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学習指導要領改訂に伴う初等教育におけるプログラミング教育について
４．プログラミング教育の課題
　プログラミング教育の実施に関する課題を以下にあげるが、さまざまな資料や文献で共通して
あげられている項目が以下の①～③である。
	①	指導者（教師）の人材育成・補助員の確保
	②	授業のための準備時間や授業時間の確保
	③	指導方法・教育教材の開発・普及
　		また、児童生徒たちに直接関係があると思われる主な課題が、以下の④～⑥である。
	④	児童生徒の基礎学力（特に読解力）の問題（つまずいた児童生徒への対応）
	⑤	児童生徒の身体的影響（パソコンやタブレットを連続操作することによる、目、姿勢、等へ
の影響。運動不足、等）
	⑥	アンプラグドやビジュアルプログラミング自身は、直接的にコンピュータ言語のプログラミ
ングにつながるわけではない。（IT人材の育成目的達成にどこまでつながるか？）
　⑥に関しては、プログラミング教育としてのアンプラグドプログラミングやビジュアルプログ
ラミングを否定しているわけではないが、それが IT 人材育成へつながるか、という問いかけで
ある。
　プログラミング教育に関して調べて行く中で、特に明確な指摘は確認できていないが、筆者が
考えた上記以外の課題がいくつかあった。その中で主な課題が以下の⑦、⑧である。
	⑦	ICT を中心とした環境整備計画（ICT技術の発達のスピードと設置時期のタイムラグ）
	⑧「プログラミング的思考」の修得に対する評価
　特に、⑦については、ICT機器装置の発達スピードから考えると、機器導入後１～２年経過す
ると旧式となってしまう、という点の課題である。これは予算措置に関わってくるため、簡単に
は解決できる問題ではない。しかし、児童生徒が家庭等で使用している機器の方が新型となる状
況となることは簡単に予測でき、その場合の授業展開を考えておく必要がある。
　また、⑧については、プログラミング教育の大きな目的である「プログラミング的思考」自身
の修得に対する評価の尺度や指標は示されてはいないという課題である。
Ⅳ　おわりに
　
　わが国では、国家戦略の一つとして「教育の情報化」が進められている。今回の学習指導要領
改訂にも大きく影響されている。学習指導要領の改訂に伴い、小学校からのプログラミング教育
が必須化される。その目的は、「プログラミング的思考」の力をつける、という点と「IT 人材不
足」への対応、という点にある。とはいうものの、特に小学校では、それぞれの科目での展開と
されており、いくつかの科目での例示がされているものの、実際は、現場の学校や教師に任され
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ている状況となっている。
　本稿では、わが国における「教育の情報化」の視点からみた「学習指導要領の改訂」をまとめ、
その中心の一つであるプログラミング教育について整理をした。また、プログラミング教育を進
めて行く上で想定される課題もまとめた。
【参考文献　および　参考URL】　URLは、2018.07末現在
・黒上晴夫、堀田龍也『プログラミング教育　導入の前に知っておきたい　試行のアイディア』　小学館、
2017.7.20
・Linda	Liukas 著　鳥井雪　訳　　『ルビィのぼうけん　こんにちは！プログラミング』翔泳社、2016.5.19
・原克彦・前田康裕　監　『情報モラルの授業』日本標準、2017.10.1
・日経 BP社『日経パソコン　教育とＩＣＴ』2018.4.20
・石嶋洋平　著　安藤昇　編　『プログラミング教育』あさひ出版、2018.07.08
・久保田賢一、今野貴之　編著『主体的・対話的で深い学びの環境とＩＣＴ』東信堂、　2018.6.20
・（文部科学省）学習指導要領「生きる力」　新学習指導要領（平成29年3月公示）　
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm
・（文部科学省）2020年代に向けた教育の情報化に関する懇談会　最終まとめ（平成28年7月）
　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/28/07/__icsFiles/afieldfile/2016/07/29/1375100_01_1_1.pdf
・（文部科学省）　教育の情報化の推進
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/index.htm
・（文部科学省）　幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申）平成28年12月21日	中央教育審議会
　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1380731.htm
・（文部科学省）　平成27年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1376689.htm
・（文部科学省）　「教育の情報化に関する手引」について
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1259413.htm
・（文部科学省）「教員の ICT活用指導力の基準（チェックリスト）」
　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1296901.htm
・（文部科学省）「ICTを活用した指導方法」（1人1台の情報端末・電子黒板・無線 LAN等）
　http://jouhouka.mext.go.jp/school/pdf/ict_teaching_report.pdf
・「特別支援教育におけるＩＣＴ活用ガイドブック」について		山口県教育委員会
　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a503001/induction/ict.html
・デジタル教科書・教材を議論する　～デジ教研Open	Meeting08	in	Kyoto
　～みんなで、デジタル教科書の資料を読み込もう！より～
　http://blogs.itmedia.co.jp/kataoka/2013/05/08-in-kyoto.html
・NTT西日本	アライアンス事例（他業種事例含む）
			アライアンス事例一覧（検索結果）http:／／www.ntt-west.co.jp/alliance/case	[ 学術・教育 ]
・学校とＩＣＴ　（ＩＣＴを活用した学習活動へのサポート情報）　Ｓｋｙ株式会社
　http://www.sky-school-ict.net/
・（文部科学省）プログラミング教育実践ガイド
　（小学校以外の学校も含めた「学校教育	-	プログラミング教育実践ガイド」）　
　http://jouhouka.mext.go.jp/school/programming_zirei/
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・（文部科学省）「きみの絵をうごかそう！　プログラミン」
　http://www.mext.go.jp/programin/
・小学生に教えられる？必修化に備える先生のためのプログラミング入門
（プログラミンの操作ガイドGitBook　oratake）プログラミン（文部科学省）の操作方法概説
　https://oratake.gitbooks.io/howtocoding/content/programin.html
・（埼玉県　戸田市）「新しい学びの実現！論理的思考力を身に付けるプログラミングで学習意欲も向上！」　
http://www.city.toda.saitama.jp/koho-toda/180101/tokusyu02.html
・2020年	プログラミング教育必修化の最新動向　TECH::NOTE( テックノート )
　https://tech-camp.in/note/15637/
・小学校でプログラミング教育を学ばせる必要性について　教員支援ネットワーク	T-KNIT
　https://t-knit.jp/column/programming-gainen/
・「EducationTomorrow」株式会社サマデイ2020年次期学習指導要領～プログラミング的思考って一体何？
どう指導する？　http://edutmrrw.jp/2017/innovation/0403_2020education
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